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1　はじめに



































た論者たち，すなわち Brian D. Earp，Anders Sandberg，Julian Savulescu，
















の多くは，これらの論文で取り上げられているものである．Savulescu & Sandberg （2008）, Earp et 
al.（2012, 2013, 2014, 2016）, Wudarczyk et al.（2013）, Earp & Savulescu （2020）．






























8）　Giami et al.（1997）は，「結婚生活が非常に幸せである」と答えた夫婦は 37％にとどまり，多く
の夫婦が愛情や献身について不満を持っていることを報告している．
9）　Allen et al.（2006）や Greeley（1994）は，いくつかの調査データをもとに，結婚生活を送る夫
























































　かつて George Bernard Shawが，愛を「情熱の中で最も暴力的で，最も狂気
13）　Amato & Booth 1997: 238．
14）　Spaht 1998: 1579．

























































されるからである（Carnes 2005, Reynaud et al. 2010）．そうした説明は一方で
は，同性愛が「病的な愛」と見なされることがあるように，人権侵害につなが
る排除的な傾向を生み出し，他方では，「正常な愛」と見なされるものへの介
19）　Earp et al. 2013: 5．





















































































23）　Earp et al. 2012: 569．
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，
すなわち「医学的・臨床的根拠」として説明する．
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用いるならば，夫婦間の情緒的な繋がりを強化し，夫婦の幸





































が，そうでない場合には逆に協調性が低下し (Declerck et al.2010)，グループ内
の好意形成（民族中心主義）は促進されるが，グループ外への偏見は拡大され
































35）　Wudarczyk et al. 2013: 9-10．
























































40）　McGee 2016: 22, 但し，（）は引用者．





































4 4 4 4 4 4
として，後者は，可能にするもの
















































































































48）　Earp et al. 2014: 5．
49）　Ibid.: 7．
50）　Gupta 2012: 2．


























52）　Earp et al. 2013: 13．




























54）　Earp et al. 2014: 9．
55）　Haldeman 2002: 263．






























ないだろう」（Birnbacher 2006 ＝ 2018: 120-121）．
59）　Arthur Caplanは，「私たちは，歴史によって作られた，特徴・行動・傾向・関心・能力・意欲
の集合体なのであり，反改良主義者は，私たちが『である』ということを，『すべき』ことと混



























60）　Bloom 2017, Greene 2008: 36．
61）　詳細については，Wade（2019）を参照されたい．
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